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MT-141の 臨床的検討
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新 しい国産のセファマイシン系抗生物質であるMT-141を 呼吸器感染症24例,尿 路感染症6例,

腸管感染症1例 の合計31例 に投与し,臨 床的検討を加えた。投与法は1日1～2gを 静注または点

滴静注で1日2回 に分割して行なった。投与期間は1～18日 にわたっている。

臨床効果は呼吸器感染症:著 効2例,有 効15例,や や有効3例,無 効4例 。尿路感染症:有 効

5例,判 定不能1例 。腸管感染症:有 効1例 の成績を得た。

副作用として発疹3例,GOT,GPTの 上 昇4例 をみたが,投 薬の中止または終了により回復 し

た。

MT-141は 明治 製 菓 で新 たに 半 合 成 され た セ フ ァ マ ィ

シン系抗 生 物質 で あ る(Fig .1)。 本 剤 は各 種 細 菌 産 生 の

β-lactamaseに 対 して安 定 で,グ ラ ム陽 性 菌,グ ラム陰

性菌(緑 膿菌 を除 く)お よび 嫌 気 性 菌 を 含 む 各 種 の菌 種

に活 性を 示 し,広 い抗 菌 ス ペ ク トラ ムを 有 す る。 特 に

Bacteroides,Campylobacterに 対 して は従 来 の セ フ ェ

ム系薬 剤 に比 べ て強 い 抗 菌 力 を 示 し,か つin vitroよ

りin vivoで 優 れ て お り,短 時 間 の接 触 に よ り強 い 殺 菌

作用 を有 し,ま た 静 止 期 の 菌 に も抗 菌 力 を 示 す と い う特

徴が あ る とされ て い る1)。

Fig. 1 Chemical structure of MT-141

今回われわれは本剤を内科領域の感染症に投与 し,臨

床的検討を行なったので報告する。

I.対 象および投与方法

昭和57年1月 から昭和58年1月 までに入院した患者

のうち呼吸器感染症24例,尿 路感染症6例,腸 管感染

症1例 の合計31例 に本剤を投与 した。性別は男15例,

女16例 で,年 齢は20歳 か ら84歳 までで平均62歳 であ

った。投与方法は1回0.5～19を 生理食塩液またはブ

ドウ糖液などに溶解 し,1日2回 朝 ・夕に静注または点

滴静注で投与 した。投与期間は1日 から18日 までであ

り,総 投与量は2gか ら36gで あった(Table 1,2)。

効果判定は呼吸器感染症 で は 自覚症状,胸 部 レ線写

真,検 査成績を参考に し,尿 路感染症,そ の他では自覚

症状ならびに細菌学的検討を して臨床効果を判定 した。

副作用についてはアレルギー性症状,消 化管症状などに

留意するとともに肝機能(GOT,GPT,ア ル カリフォス

ファターゼ),腎 機能(BUN,ク レアチニン値),末 梢血

液像,尿 所見などの変動をチェックした(Table 3)。

II.成 績

呼吸器感染症24例 に対する臨床効果はTable 1,2に

示すとお りである。

急性肺炎15例(Table 1)で は著効1例,有 効9例,

やや有効3例,無 効2例 であ り,細 菌学的効果では投与

前にH.influenzae 3例,Klebsiella 2例,S.haemoly-

ticus,S.pneumoniae,E.cloacae,Micrococcus各1
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Table 1 Clinical effect of MT-141 therapy

例 が 検 出 され た が,投 与 後 にH.influenzae 2例,S.

haemolyticus 1例 が 消 失 し,Klebsiella,S .pneumo-

niae,E.cloacae,Micrococcusの 各1例 で菌 交 代 を 認

め た 。

そ の 他 の 呼 吸 器 感 染 症(Table 2)の うち気 管 支 拡 張 症

は4例 中4例 有 効 で,検 出 菌 はH.influenzae 2例,

S.liguefaciens 1例 で す べ て 消 失 した 。 慢 性 気 管 支 炎2

例 中1例 に有 効 で,検 出 菌 のS.aureusは 菌 交 代 し,1

例 のEnterococcusは 不 変 で あ った 。 結 核 性 膿 胸 の混合

感染例は無効で,検 出菌はS.epidermidisとP.cepacia

であ ったが菌交代を した。肺化膿症と急性扁挑炎の各1

例は有効であったが,菌 を検出しなかった。

尿路感染症6例(Table 2)に 対する臨床効果は慢性膀

胱炎4例 中,3例 有効,1例 判定不能であった。細菌学
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Table 2 Clinical effect of  NIT-141 therapy

的効果は投与前にE.co〃 を全例で検出し,投 与後は消

失した。なお判定不能 とした1例 は投与1日 目に,発 疹

を生じたために中止した症例(Case26)で あ る。急性

腎孟腎炎の2例 では2例 とも有効であ り,1例 は菌を検

出せず,1例 はE.coliを 検 出 した が,E"'〃ococ傷s

に菌交代をした。

腸管感染症の1例 は 細菌性赤痢 でS.sonneiを 検 出

し,投 与後自他覚症状 ・菌の消失を認め有効とした。

副作用としては2例(Case17,26)に 投与翌日,お よ

び3日 目に,上 半身に廣痒感を伴 う発疹出現 し,投 薬を

中止した。なお発疹は投薬の中止後数日 に して消失 し

た。また1例(Case31)で は 投与当日より,注 射後4

時間から8時 間後まで出現する顔面紅潮 ・眼周囲の演痒

感あり,投 与終了するまで出現した。その他GOT,GPT

の異常が4例(Case2,7,25,26)に み られたが投与終

了後漸次正常化 した。

III.考 按

MT-141は 各種細菌産生の β一1actamaseに 対 して安

定であり,グ ラム陽性菌およびグラム陰性菌に対 して広

範囲の抗菌 スペクトラムを有する。特にBacTEROIDES,

Campylobacterな どに対して優れた抗菌力を有する。

MT-141の 主たる適応症は呼吸器感染症,胆 道 ・腸管
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Table 3-1 Laboratory findings before and after MT-141 therapy 

1. Acute pneumonia

感染症,尿 路感染症などである。今回われわれは急性肺

炎を主 とする呼吸器感染,尿 路感染,腸 管感染の症例に

おいて臨床的検討を行なった。

急性肺炎15例 の有効率は67%で あ り,そ の他の呼

吸器感染を含めた24例 の有効率は71%と なる。さら

に尿路 ・腸管感染を含めた31例 で著効2例,有 効21

例,や や有効3例,無 効4例,判 定不能1例 で有効率は

76.7%で あ った。 細菌学的検討の不能の症例および不

適当な症例もあるので,早 急に結論は出 し難いが,本 剤

はグラム陰性桿菌感染に対 し優れた効果を有す る と考

え,臨 床的に有用 と思う。

なお副作用に関 しては発疹3例,GOT・GPT上 昇4例

を認めたが,投 薬中止または終了で改善 した。
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Table 3-2 Laboratory findings before and after MT-141 therapy 

 2. Respiratory tract infection and others
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A new cephamycin antibiotic (MT-141) was administered by intravenously or intravenous drip infu-
sion for 1-18 days at daily doses of 1-2g to 31 patients, including 24cases of respiratory tract
infection (RTI),6 cases of urinary tract infection (UTI) and 1case of bacillary dysentery.

Clinical results of MT-141 for 24 cases of RTI were excellent in 2,good in 15 and fair in 3.The
effectiveness rate was 71%.The effectiveness rate of UTI was 100%. The over all effectiveness
rate was 76.7%.

As for bacteriological response 4 cases of H.influenzae and E.coli,each one strain of Serratia,
Shigella and S.haemolyticus were eliminated.

Skin rush were observed in 3cases.S-GOT and S-GPT were slightly elevated in 4cases.
However,they returned to normal after MT-141 was discontinued.


